
14令和 2年 9月号

　

お
　
知
　
ら
　
せ

　

第
43
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏

期
講
座
で
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

り
映
画
監
督
で
も
あ
る
三
上
智
恵
さ
ん

の
講
演
の
内
容
と
感
想
で
す
。
外
交
や

安
保
政
策
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
複

雑
な
要
因
が
絡
ん
で
い
ま
す
が
、
米
軍

基
地
の
集
中
な
ど
過
度
の
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
る
沖
縄
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

【
内
容
】

　

今
、
沖
縄
南
西
諸
島
の
与
那
国
島
、

奄
美
大
島
、
宮
古
島
で
は
日
本
の
国
防

政
策
に
よ
る
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
基
地
の

建
設
が
行
わ
れ
軍
事
要
塞
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
今
ま
で
軍
事
問
題
に
は
無
縁

だ
っ
た
島
々
に
、
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部

隊
の
配
備
が
規
定
路
線
の
よ
う
に
押
し

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
島
に
軍
隊
が
来

る
、
軍
隊
と
同
居
す
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
基
礎
的
な
情
報

を
島
の
住
民
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

戦
争
に
な
っ
た
ら
自
衛
隊
は
国
民
を

守
り
ま
せ
ん
。
国
民
を
守
っ
て
自
衛
隊

基
地
が
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
衛

隊
は
防
御
や
反
撃
が
で
き
ず
国
を
守
れ

な
い
か
ら
で
す
。
自
衛
隊
は
基
地
を
守

り
国
を
守
り
そ
し
て
権
力
者
を
守
り
ま

講
演「
沖
縄
か
ら
問
う　
平
和
と
民
主
主
義
」

す
。
対
中
国
戦
略
の
中
で
「
先
島
戦

争
」
が
想
定
さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
「
離
島
奪
還
作
戦
」
を
日
本
版

海
兵
隊
「
水
陸
機
動
隊
」
が
ア
メ
リ

カ
海
兵
隊
と
と
も
に
一
生
懸
命
訓
練
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
度
敵
に

制
圧
、
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
た
島
を
水

陸
機
動
隊
が
奪
い
返
す
と
い
う
戦
略
で

す
。
島
民
を
守
る
の
で
は
な
く
敵
に
と

ら
れ
る
事
を
前
提
に
、
と
ら
れ
た
も
の

を
取
り
返
す
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
占

領
さ
れ
て
い
る
間
住
民
は
人
身
御
供

で
、
本
土
を
守
る
た
め
の
防
波
堤
に
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
先
島
の
自
衛
隊
配
備

の
実
態
で
す
。
ま
た
、
戦
争
に
な
っ
た

ら
軍
人
よ
り
多
く
死
ぬ
の
は
そ
の
地
域

に
住
む
住
民
で
す
。
戦
争
当
事
国
の
普

通
の
住
民
の
ほ
う
が
、
兵
士
や
自
衛
隊

員
よ
り
多
く
死
ぬ
と
い
う
現
実
を
し
っ

か
り
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
軍
人
の
被
害

が
95
％
で
民
間
人
は
5
％

・
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
軍
人
の
被
害

が
52
％
で
民
間
人
が
48
％

・
朝
鮮
戦
争
で
は
軍
人
の
被
害
が
15
％

で
民
間
人
が
85
％

・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
軍
人
の
被
害
が

5
％
で
民
間
人
が
95
％

　

つ
ま
り
昔
は
兵
隊
が
死
ぬ
の
が
戦
争

で
し
た
が
、
今
は
い
か
に
自
国
軍
の
兵

士
を
守
り
な
が
ら
戦
う
か
を
重
視
し
た

戦
法
や
兵
器
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
非
戦
闘
員
の
弱
い
立
場

の
人
に
被
害
が
集
中
し
ま
す
。

　

島
に
軍
隊
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
島
民
は
軍
と
一
緒
に
心
中
す
る

覚
悟
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

こ
と
を
政
府
や
政
治
家
は
き
ち
ん
と
説

明
を
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

【
感
想
】

　

「
戦
争
に
な
っ
た
ら
自
衛
隊
は
国
民

を
守
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
言
わ
れ

て
し
ま
う
と
少
々
面
食
ら
い
ま
す
。
災

害
派
遣
の
現
場
で
懸
命
に
人
命
救
助
や

災
害
復
旧
に
従
事
す
る
自
衛
隊
員
の
姿

と
、
講
演
で
語
ら
れ
た
有
事
の
際
の
任

務
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
が
戦
争
の

本
質
や
恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
１
８
７
２
年
か
ら
の
「
琉
球
処

分
」
に
始
ま
り
国
の
施
策
に
翻
弄
さ
れ

続
け
、
現
在
も
外
交
・
安
保
政
策
の
過

度
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
沖
縄
の
現
状

を
考
え
る
と
、
差
別
と
戦
争
は
表
裏
一

体
で
、
差
別
反
対
と
戦
争
反
対
を
両
輪

に
し
て
い
か
な
い
限
り
平
和
で
人
権
を

尊
重
し
た
社
会
は
訪
れ
な
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
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第３回みんなの人権セミナー　～沖縄のハンセン病問題から平和を考える～
◆日時・場所　９月18日（金）
　（昼の部）14:00～15:30人権交流センター
　（夜の部）19:00～20:30保健福祉センターなわ
　※�２回開催します。（昼の部と夜の部は、同じ講

演内容です。）
◆講師　辻　央氏（沖縄愛楽園学芸員）
◆内容　感染者を恐れ排除しようとすることは、新型

コロナウイルスを巡る今の社会にも通じています。
沖縄のハンセン病問題から真の平和とは何かを考
えてみませんか。
◆定員　（昼の部）30人（夜の部）40人※要事前申込

◆申込締切　９月10日（木）
◆その他

①託児、手話通訳等を希望される場合は、人権
推進室に申し込んでください。

②次回セミナーは、「外国人の人権」をテーマに
10/12（月）に実施予定です。

③コロナウイルス感染症の状況によっては、中
止させていただく場合があります。

●申込及びお問合せ先
　福祉介護課人権推進室（人権交流センター内）
　 0859－54－2286


